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1.  平成25年3月期第2四半期の業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 1,325 △6.2 200 △40.1 195 △40.8 115 △39.6
24年3月期第2四半期 1,413 62.3 335 538.0 330 640.5 190 1,012.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 2,425.93 2,408.20
24年3月期第2四半期 3,851.63 3,841.15

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期第2四半期 33,982 3,245 9.4 67,144.06
24年3月期 31,138 3,208 10.2 66,508.30
（参考） 自己資本   25年3月期第2四半期  3,190百万円 24年3月期  3,161百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  有  
平成25年３月期の配当予想につきましては、業績予想を開示していないため未定であります。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 0.00 ― 1,800.00 1,800.00
25年3月期 ― 0.00
25年3月期（予想） ― ― ―

3. 平成25年 3月期の業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日） 
当社の業績は、外国為替市場や株式市場等の相場動向や市場流動性等のマーケット環境、ならびに、国内外の経済環境等に大きく左右され、これらの複
合的な影響等について正確な予測をして業績予想を行うことは困難であるため、記載をしておりません。 

                  



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）「四半期財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第５条の４に該当するものであります。詳細は、添付資料Ｐ.４ 「２．サマリー情報（注 
記事項）に関する事項 (2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」 をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 54,591 株 24年3月期 54,591 株
② 期末自己株式数 25年3月期2Q 7,074 株 24年3月期 7,053 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 47,530 株 24年3月期2Q 49,544 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
●業績予想に関して 
当社は、「３．平成25年３月期の業績予想」に記載のとおり、業績予想の開示に代わる代替手段として、月次ベースで顧客口座数、預り資産残高、ならび
に、営業収益について、ＴＤｎｅｔ（適時開示情報伝達システム）を通じて開示しております。 
 
●配当予想金額に関して 
平成25年３月期配当予想については、業績予想を開示していないため未定としておりますが、配当性向25％程度を基本方針に、その時々の業績動向や将
来見通し等を総合的に勘案して取り決めたいと考えております。なお、配当予想額については、開示が可能となった時点で速やかに開示いたします。 
 
●投資家向け説明会、説明資料の入手方法等 
当社は、以下のとおり投資家向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布した資料、動画等については、開催後速やかに当社ホームページに掲載
する予定です。 
 
★★★ 平成24年11月16日（金）・・・・・・機関投資家、アナリスト向け決算説明会 
 
また、上記説明会以外にも、当社では個人投資家の皆さま向けに適宜、事業・業績に関する説明会を開催する予定です。開催の予定等については、当社
ホームページをご確認ください。 
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当第２四半期におけるわが国経済は、第１四半期と同様に東日本大震災後の復興需要等の牽引や個人

消費・設備投資等に持ち直しの動きが確認でき、緩やかながらも景気回復の兆しが見られる一方で、長

きにわたる円高相場、欧州債務問題の長期化や消費税増税問題、さらには中国経済に対するリスク再確

認が、依然として不透明な状況を払拭しきれない要因として蔓延しています。 

その中にあって外国為替市場は、７月の米ドル/円相場は、79円台後半でのスタート後すぐに80円台

の円安水準を示現、その後、米雇用指数を始めとする経済指標が連続して芳しくない結果であったこと

から米ドルの上値は徐々に切り下げられ、月後半にはスペインにて債務返済に向けた金融支援を要請し

たとの報道を受けて77円台まで円高米ドル安に推移すると、我が国政府・日銀による介入警戒感等も相

俟って、月末には78円台に値を戻しました。８月に入ると、月初こそ一時77円台を示現し米雇用指標を

始めとする経済指標の予想を上回る良好な結果を受けて長期金利の上昇からジリ高の展開へと推移し、

月半ばには79円台後半まで円安米ドル高で推移したものの後が続かず、月下旬の米ＦＯＭＣ議事要旨で

早期の追加金融緩和が正当化されると判断されていたことが判明すると、その後、78円台前半まで下落

いたしました。９月に入ると、米雇用指標の改善見込みから一時79円台を示現したものの、米国債の格

付け引下げの思惑等から78円台を割り込み、米ＦＯＭＣでＱＥ３が発表されると77円台前半の安値近辺

まで円高米ドル安で推移いたしましたが、日銀政策決定会合にて金融緩和策が発表されると高値近辺の

79円台前半まで急伸、その後は、中国、米国、欧州の経済指標の悪化から米ドルジリ安の展開で推移す

ると、77円台後半まで下落して第２四半期末を迎えました。 

米ドル/円以外に目を向けると、101円台からスタートしたユーロ/円相場は、ＥＣＢが追加利下げを

行った他、スペインでの財政不安の高まりから欧州債務問題への懸念が再燃し、94円台まで円高ユーロ

安に推移すると、ドラギＥＣＢ総裁の発言を受けて96円台までユーロは反発、あらためてＥＣＢによる

国債買入等の追加措置への期待が強まると99円台までユーロが上昇、その後、上昇一服から98円台を中

心にユーロ/円が底堅く推移し、ＥＣＢによる無制限の国債購入計画発表や独憲法裁判所によるＥＳＭ

合憲判断等を受けて債務問題に対する過度な警戒感が薄らぎ、103円台まで円安ユーロ高で推移したも

のの、その後は、スペインの救済支援要請の遅れ等の懸念が起因となり、第２四半期末にかけては99円

台まで反落いたしました。 

 このような状況下において当社は、平成24年３月以降に段階的にリリースした「トラリピ(R)プロジ

ェクト2012」第１弾の「せま割20」、第２弾の「らくトラ」、第３弾の「ポケトラ」のそれぞれが、顧

客利便性の向上や顧客サービスの充実に一役買い、また、第２四半期においてもこれらのサービスを複

合的にかつ積極的にＰＲしたことと従来からの地道な広報/ＰＲ活動が徐々に実を結んだことなどで、

マスメディアから注目して頂く機会も増え、８月後半以降には新聞や雑誌等に記事を取り上げて頂くこ

とが多くなったこと等も奏功し、顧客口座数は前年同期末の37,278口座から47,459口座（前年同期末比

27.3％増）へと拡大し、順調な推移となりました。預り資産残高についても、順調な口座獲得ペースに

連動した取引開始預託金の入金と、実際に当社にて取引を経験した顧客が「トラリピ(R)プロジェクト

2012」に見られるような顧客サービスの充実を体感すること等にも起因して、引き続き旺盛に取引意欲

を示す既存顧客からの順調な追加入金等の要因もあり、当第２四半期においても変わらず拡大一辺倒で

推移することができ、当第２四半期末日現在で33ヶ月連続して預り資産残高が増加する結果とともに、

創業来最高の残高を更新し続けています。 

 業績面に関しては、本年３月から段階的にリリースした「トラリピ(R)プロジェクト2012」第１弾の

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する定性的情報
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「せま割20」、第２弾の「らくトラ」、第３弾の「ポケトラ」のそれぞれが、第１四半期よりもさらに

顧客に浸透し、第１四半期から続く低ボラティリティでリバウンドがあまり見られない円高相場の局面

であっても、ある一定の収益獲得の底上げに大きく貢献いたしましたが、それ以上に第２四半期におい

てはさらにボラティリティが急低下したことが顧客取引高に大きく影響する結果となり、営業収益は

1,325,658千円（前年同期比6.2％減）となりました。営業費用に関しては、前年同期と比べて人員数が

増加していることや新規顧客の獲得のみならずブランディング強化を目的とした広告宣伝・ＰＲ活動の

強化、さらには、細分化しているそれぞれの顕在的な顧客ニーズのみならず潜在的な顧客ニーズにも対

応できるようＣＲＭシステムの充実等を図った結果、1,124,882千円（前年同期比4.4％増）となり、営

業利益は200,776千円（前年同期比40.1％減）と、営業収益の伸び悩みがそのまま営業利益に影響する

結果となりました。営業外収益は受取利息や受取保険金の計上等により401千円、営業外費用は支払利

息等の計上により5,563千円となった結果、経常利益は195,613千円（前年同期比40.8％減）となりまし

た。また、税引前四半期純利益は195,613千円（前年同期比40.8％減）、法人税等合計額として80,308

千円計上した結果、四半期純利益は115,305千円（前年同期比39.6％減）となりました。 

なお、平成25年３月期第１四半期に係る定性的情報については、平成24年８月７日に開示した『平成

25年３月期第１四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）』をご参照ください。  

  

①資産、負債及び純資産の状況 

前事業年度末から当第２四半期会計期間末までの財政状態の主な変動としましては、総資産について

は、前事業年度末と比べ2,844,227千円増加し、33,982,471千円となりました。これは主に、流動資産

のうち現金及び預金が66,742千円増加し、分別管理信託が2,427,909千円、外国為替取引評価勘定が

220,652千円増加したこと、さらには、有形固定資産が16,332千円減少し、無形固定資産が37,872千

円、投資その他資産が18,562千円それぞれ増加したためであります。 

負債総額は前事業年度末と比べて2,807,306千円増加し、30,736,659千円となりました。これは主

に、流動負債のうち顧客預り勘定が2,632,923千円、短期借入金が240,000千円増加し、未払法人税等が

58,285千円減少したこと、さらには、固定負債のうち長期借入金が20,000千円減少したためでありま

す。 

純資産額は前事業年度末と比べて36,920千円増加し、3,245,811千円となりました。これは主に、第

１四半期に配当金の支払いが85,568千円ありましたが、四半期純利益を115,305千円計上したことによ

り、利益剰余金が29,736千円増加したこと等によります。 

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の期末残高は、前事

業年度末と比較して、201,457千円の減少となり、残高は1,328,499千円となりました。各キャッシュ・

フローの状況とその要因は以下のとおりであります。 
  

［営業活動によるキャッシュ・フロー］ 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前四半期純利益を195,613千円、減価償却費を94,651千

円計上し、外国為替取引評価勘定（流動資産）が220,652千円、短期差入保証金が38,000千円、前払費

用が52,400千円増加したこと、さらに、法人税等の支払いとして137,003千円支出したこと等により、

86,089千円の増加（前年同期は1,975,815千円の減少）となりました。 
  

［投資活動によるキャッシュ・フロー］ 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金の預入による500,000千円の支出と払戻による

（２）財政状態に関する定性的情報
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400,000千円の収入と担保差入による200,000千円の支出、また、有形固定資産の取得による13,284千円

の支出と無形固定資産の取得による88,769千円の支出、差入保証金の差入による10,515千円の支出等に

より、420,872千円の減少（前年同期は269,682千円の減少）となりました。 
  

［財務活動によるキャッシュ・フロー］ 

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入れの実施による400,000千円の収入と返済による

160,000千円の支出、長期借入金の返済による20,000千円の支出、さらには、配当金の支払いによる

85,568千円の支出等により、133,498千円の増加（前年同期は1,288,813千円の増加）となりました。 

  

当社の業績は、外国為替市場や株式市場などの相場動向や市場流動性などのマーケット環境、ならび

に、国内外の経済環境などに大きく左右され、これらの複合的な影響などについて正確な予測を行うこ

とは困難であるため、業績予想を開示しておりません。また、近年、外国為替市場におけるボラティリ

ティの低下が顕著に見受けられます。そのため、将来の予測を行う際は、十分に考慮される必要があり

ます。  

  

  

該当事項はありません。  

  

（会計上の見積りの変更と区分することが困難な会計方針の変更） 

当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以降に取得した有形固

定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。 

 なお、この変更による当第２四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。  

  

  

（３）業績予想に関する定性的情報

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

(単位：千円)

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,222,622 2,289,364

分別管理信託 28,039,811 30,467,720

外国為替取引評価勘定 72,182 292,834

前払費用 38,135 90,535

繰延税金資産 23,344 20,648

その他 2,621 41,738

流動資産合計 30,398,718 33,202,843

固定資産   

有形固定資産 227,533 211,200

無形固定資産 430,940 468,813

投資その他の資産   

投資有価証券 121,000 121,000

関係会社株式 8,146 16,201

長期前払費用 630 373

差入保証金 69,950 80,206

その他 2,319 2,828

投資損失引当金 △120,995 △120,995

投資その他の資産合計 81,051 99,613

固定資産合計 739,526 779,628

資産合計 31,138,244 33,982,471
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(単位：千円)

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成24年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

顧客預り勘定 27,043,140 29,676,063

短期借入金 300,000 540,000

1年内返済予定の長期借入金 40,000 40,000

未払金 173,198 177,935

未払法人税等 141,646 83,361

ポイント引当金 32,769 35,070

その他 11,941 13,453

流動負債合計 27,742,696 30,565,885

固定負債   

長期借入金 120,000 100,000

資産除去債務 62,108 66,968

繰延税金負債 4,548 3,806

固定負債合計 186,657 170,774

負債合計 27,929,353 30,736,659

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,224,005 1,224,005

資本剰余金   

資本準備金 1,129,005 1,129,005

資本剰余金合計 1,129,005 1,129,005

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 1,080,573 1,110,310

利益剰余金合計 1,080,573 1,110,310

自己株式 △271,912 △272,836

株主資本合計 3,161,671 3,190,484

新株予約権 47,219 55,327

純資産合計 3,208,891 3,245,811

負債純資産合計 31,138,244 33,982,471
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（２）四半期損益計算書 
 第２四半期累計期間 

(単位：千円)

前第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

営業収益   

トレーディング損益 1,413,205 1,325,658

営業収益計 1,413,205 1,325,658

営業費用   

販売費及び一般管理費 1,077,966 1,124,882

営業利益 335,238 200,776

営業外収益   

受取利息 747 247

受取保険金 － 106

その他 205 47

営業外収益合計 952 401

営業外費用   

支払利息 6,006 5,192

支払手数料 16 8

その他 11 362

営業外費用合計 6,035 5,563

経常利益 330,155 195,613

税引前四半期純利益 330,155 195,613

法人税、住民税及び事業税 149,546 78,354

法人税等調整額 △10,216 1,954

法人税等合計 139,329 80,308

四半期純利益 190,825 115,305
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 
(単位：千円)

前第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 330,155 195,613

減価償却費 82,334 94,651

株式報酬費用 9,385 8,136

受取利息 △747 △247

支払利息 6,006 5,192

ポイント引当金の増減額（△は減少） 9,178 2,301

為替差損益（△は益） 189 172

分別管理信託の増減額（△は増加） 631,944 △2,396,108

外国為替差入担保金の増減額（△は増加） △2,205,986 －

前払費用の増減額（△は増加） △134,670 △52,400

未払金の増減額（△は減少） △30,488 △5,327

短期差入保証金の増減額（△は増加） 40,000 △38,000

顧客預り勘定の増減額（△は減少） △648,862 2,632,923

外国為替取引評価勘定(流動資産)の増減額(△は
増加)

－ △220,652

外国為替取引評価勘定(流動負債)の増減額(△は
減少)

27,196 －

その他 3,993 1,783

小計 △1,880,371 228,037

利息の受取額 889 247

利息の支払額 △6,023 △5,192

法人税等の支払額 △90,309 △137,003

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,975,815 86,089

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,500,000 △500,000

定期預金の払戻による収入 1,500,000 400,000

定期預金の担保差入による支出 － △200,000

有形固定資産の取得による支出 △106,565 △13,284

無形固定資産の取得による支出 △161,335 △88,769

差入保証金の差入による支出 △1,273 △10,515

差入保証金の回収による収入 － 260

関係会社出資金の払込による支出 － △8,055

その他 △508 △508

投資活動によるキャッシュ・フロー △269,682 △420,872

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 1,400,000 400,000

短期借入金の返済による支出 － △160,000

長期借入金の返済による支出 △20,000 △20,000

配当金の支払額 △89,253 △85,568

自己株式の取得による支出 △1,932 △932

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,288,813 133,498

現金及び現金同等物に係る換算差額 △189 △172

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △956,873 △201,457

現金及び現金同等物の期首残高 1,524,746 1,529,957

現金及び現金同等物の四半期末残高 567,872 1,328,499
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当第２四半期累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日）  

該当事項はありません。 

  

当第２四半期累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日）   

該当事項はありません。 

  

前事業年度 

 
  

当事業年度 

 
  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

４．補足情報

  各四半期会計期間に係る営業収益等

第１四半期
(自 平成23年４月１日
至 平成23年６月30日)

第２四半期
(自 平成23年７月１日
至 平成23年９月30日)

第３四半期
(自 平成23年10月１日
至 平成23年12月31日)

第４四半期
(自 平成24年１月１日
至 平成24年３月31日)

営業収益 (千円) 662,432 750,772 546,389 663,658

営業利益 (千円) 140,688 194,550 12,230 84,628

経常利益 (千円) 139,941 190,214 8,549 83,990

税引前 
四半期純利益金額 

(千円) 139,941 190,214 8,549 77,391

四半期純利益金額 (千円) 80,894 109,931 1,937 43,026

１株当たり 
四半期純利益金額 

(円) 1,632.57 2,219.13 39.33 905.10

第１四半期
(自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日)

第２四半期
(自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日)

営業収益 (千円) 746,369 579,289

営業利益 (千円) 176,543 24,232

経常利益 (千円) 174,075 21,538

税引前 
四半期純利益金額

(千円) 174,075 21,538

四半期純利益金額 (千円) 103,935 11,369

１株当たり 
四半期純利益金額

(円) 2,186.39 239.24
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